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　9 月 6 日（金）、7 日（土）の 2 日間、総合体育
館において「伊能大図 北海道版フロア展」が開催
されました。
　伊能忠敬は、江戸時代後期に暦学・天文学を学
び、55 歳から 73 歳まで日本国内を歩いて測量し、
1821 年に「大日本沿海輿地全図」（伊能大図）を
完成させました。
　フロア展では、このうち北海道部分（約 14 ｍ×
18 ｍ）が展示され、靴下を履いたまま地図の上を
歩くことができるため、訪れた方々はその大きさと
正確さを体感していました。
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　平成２６年度 就学時「健康診断」
　「知能検査」「ことばの検査」を実施します
　教育委員会では、来春小学校に入学する児童の健康診断・知能検査及びことばの検査を次の日程により実

施します。

　これは、学校保健安全法に基づき新たに小学校に入学する児童の健康状態と知能を検査して、入学前後の

適切な教育指導を行うためのものです。保護者の方は必ずお子さんに受けさせてください。

　なお、対象者には別途、郵便にてお知らせします。

◎日程表　

月　　日 時　　間 場　　　所 入学予定対象校

１０月　８日（火） 　午後１時～午後４時  
 

（受付：午後０時３０分
～午後１時）

中央公民館
黒川小学校
登　小学校

１０月１０日（木） 中央公民館
大川小学校

栄　小学校
１０月１７日（木） 福祉センター 沢町小学校

　　①保護者または付添人は、就学児童の既往症と予防接種を受けた年月日を答えられるようにしておいて

　　　ください。

　　②やむを得ない理由で、指定された日に受けられない場合は、上記日程内で変更も可能ですので、事前

　　　に教育委員会までご連絡ください。

　　　また、当日急な病気等で受けられない場合も速やかに連絡願います。

　　③お子さんのことばの発達遅れで心配されている保護者の方は、検査会場において申し出ください。

　　④健康診断は医師の都合により開始時間が早まる場合があります。（受付時間の変更はありません。）

　　◆問合せ　教育委員会 学校教育課 学校教育係　☎２１－２１３８

　つどいの広場は、主に０歳から３歳までのお子さんと親を対象に交流の場を設け、親子遊びや子育て相談・

情報提供等を行い、子育て不安の解消や負担感の軽減を図り、安心して子育てができる環境づくりをするた

めの「子育て支援事業」です。

　１０月は、保育所自由遊びに参加・見学を行います。

◆日時　１０月８日（火）　午前９時～１１時

◆場所　大川保育所　　（大川町 12 丁目 3 番地　☎２３－６０１５）

　　　　中央保育所　　（美園町 43 番地 36　　   ☎２２－２１５９）

　　　　よいち保育園　（沢町 5 丁目 80 番地  　    ☎２２－２４０１）

　※参加を希望される方は、事前に保育所へご連絡をお願いします。

　※よいち保育園を希望される方は、児童福祉対策室へご連絡をお願いします。

◆問合せ　町民福祉課 児童福祉対策室    ☎２１－２１２０

◆◇「つどいの広場」保育所見学のお知らせ◇◆

　「里親」とは様々な事情により家庭で暮らせなくなった子どもたちを、自分の家庭に迎え入れて養育する方

のことを言います。

　「里親」は特別な方しかなれないわけではなく、実際にはどこにでもいる普通のお父さん、お母さんたちです。

　「里親」の種別は４種類あります。主なものとして、

　「養育里親」…実の家庭で養育できない子どもを短期間又は長期間受け入れる里親

　「養子縁組里親」…養子縁組だけを前提とする里親

　「親族里親」…実親の死亡、行方不明など特別な事情により家庭で養育できない児童を、祖父母や兄弟姉妹

　　　　　　　  など親族が里親になって養育するもの

　里親登録数が多い地域と少ない地域があるため、管内各地に里親さんが増えて行くことが望まれています。

　是非、里親として登録され、家庭で生活できない子どもたちの養育を担っていただければと思います。

 ◆問合せ　北海道 中央児童相談所　（担当：横堀）　 ☎０１１－６３１－０３０１

里親制度をご存知ですか
毎年１０月１日～１０月３１日は里親月間です

　この期間、里親の登録促進、児童委託の促進、里親の養育技術の向上と相互連携の強化が図られ、里親の研
修会や一日里親などの行事が行なわれます。
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● ○  国民健康保険のお知らせです  ○ ●
◆国民健康保険の高額療養費制度を活用ください
　医療費の自己負担額が、同じ月内で限度額（下表）を超えた場合、申請をするとその超えた分が高額療養費

として国保から払い戻されます。

○ 70 歳未満の人の場合

所得区分 自己負担限度額（月額） 過去１２ヶ月間に国保で４回以上高額医療
費の支給があった場合の限度額（月額）

一　般   80,100 円＋（総医療費－ 267,000 円）× 1％ 44,400 円

上位所得者※ 150,000 円＋（総医療費－ 500,000 円）× 1％ 83,400 円

住民税非課税世帯 35,400 円 24,600 円

所得区分 外来（個人単位）の限度額（月額） 外来＋入院（世帯単位）の限度額（月額）

一　般 12,000 円 44,400 円

現役並み所得者※ 44,400 円
80,100 円＋（総医療費－ 267,000 円）× 1％

《過去 12 ヶ月間で 4 回目以降の場合は 44,400 円》

住民税非課税世帯
（低所得Ⅱ）※

8,000 円

24,600 円

住民税非課税世帯
（低所得Ⅰ）※

15,000 円

※上位所得者とは、国民健康保険税の算定の基礎となる基礎控除後の総所得金額等が 600 万円を超える世

　帯にあたります。所得の申告が無い世帯も上位所得者とみなされます。

※一つの医療機関で月額 21,000 円を超える自己負担分が複数あり、合算して限度額を超えた場合も算定

　の対象となります。

※入院時の食事代や、保険適用外の支払分は高額療養費の対象となりません。

入院する場合は限度額適用認定証の交付を受けると便利です
　　

あらかじめ認定証の交付を受け、医療機関へ提示すると、窓口でのお支払いが上表のとおり、限度額ま

　での負担で済みます。（国民健康保険税に未納があると原則交付されません）

○ 70 歳以上 75 歳未満の人の場合

※低所得者Ⅰとは、住民税が非課税の世帯で、世帯の所得が 33 万円未満で年金収入が 80 万円未満の世帯

　をいいます。

※低所得者Ⅱとは、住民税が非課税の世帯で、低所得者Ⅰにあたらない世帯です。

※現役並み所得者とは、窓口の自己負担割合が 3 割の方です。

◆該当する方は、次の書類を用意して役場保健課へ届出をしてください。

　・印かんと国民健康保険証

　・領収証（なくされた場合は、再発行を受けてください）

　・世帯主の預貯金通帳

◆問合せ　ご不明な点がありましたら、保健課 医療給付グループまでご連絡ください。  ☎２１－２１２１

　現在の年金額は、過去に物価が下落した際に年金額を据え置いたことで、本来よりも２．５％高い水準（特

例水準）となっています。

　平成２４年度の法律改正により、この特例水準を段階的に解消し、年金財政の改善を図るとともに、将来の

年金受給者の年金額の確保につなげ、世代間の公平を図ることとなりました。

　このため、平成２５年１０月分以降の年金額は、今年４月から９月までの額からマイナス１％の改定が行わ

れます。

【いつの年金支払から適用されるか？】
　・改定後の年金については、平成２５年１２月（１０月分・１１月分）の支払いから適用されます。

【新しい年金額の通知は、いつ送付されるか？】
　・改定後の新しい年金額については、１２月４日以降に日本年金機構から順次、年金受給者に送付される予

　　定です。

【今後の特例水準の解消スケジュールは？】
　・今後の解消のスケジュールは、平成２６年４月にマイナス１％、平成２７年４月にマイナス０．５％の年

　　金額の改定を予定しています。

◆問合せ　町民福祉課 民生年金グループ　☎２１－２１２０

▲▽ 国民年金のお知らせ△▼
10 月分から年金額が改定されます
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＜入居資格者＞
 ・現在、余市町に住所又は勤務先（勤務予定でも可）のある方。

・２人以上の家族（婚約者も含む）で入居する方。

　（定められた条件を満たしている方は、特定の住宅に限り単身入居可能）

・申請時と入居時に連帯保証人がいる方。（連帯保証人は原則として余市町在住の方）

・余市町に納付する税金及び公課金を滞納していないこと。（連帯保証人も同様）

・定められた収入基準であること。（世帯の所得月額控除後が１５万８，０００円以下の方、ただし、小学校

　就学前の子どものいる世帯については２１万４，０００円以下とする）

・入居時に敷金を納入できる方。（決定家賃の２ヵ月分）

・申込者（同居する者を含む）が暴力団員でないこと。

＜申込期間＞１０月２日（水）～１０月１１日（金）　＜入居決定＞１０月下旬

＜募集団地概要＞

町営住宅の入居申込を受付します

団   地   名 建 設 年 度 所  在  地 形 式 戸 数 備　考
改良住宅 昭和 46 年度 大川町 12 丁目 2 番地 ３ＤＫ 1 単身可

栄団地 昭和 62 年度 栄町 254 番地 3 ＬＤＫ ２

黒川団地 平成 3 年度 黒川町 880 番地 ２ＤＫ 1 高齢者専用世帯

美園団地Ａ棟 平成 7 年度 美園町 16 番地 3 ＬＤＫ 1

白樺団地（平屋建） 昭和 49 年度 山田町 32 番地 ３ＤＫ 1 単身可

白樺団地（平屋建） 昭和 50 年度 山田町 32 番地 ３ＤＫ 1

白樺団地（２階建） 昭和 50 年度 山田町 32 番地 ３ＤＫ 3

山田団地 昭和 53 年度 山田町 392 番地 1 ３ＤＫ 4

沢町団地 昭和 54 年度 沢町 4 丁目 50 番地 ３ＤＫ ３

梅川団地（平屋建） 昭和 48 年度 梅川町 372 番地 8 ２ＤＫ 1 単身可

梅川団地（平屋建） 昭和 51 年度 梅川町 376 番地 3 ３ＤＫ 3

梅川団地（平屋建） 昭和 52 年度 梅川町 376 番地 3 ３ＤＫ 2

梅川団地（２階建） 昭和 48 年度 梅川町 372 番地 8 ２ＤＫ 2 単身可

梅川団地（２階建） 昭和 48 年度 梅川町 372 番地 8 ３ＤＫ 1

梅川団地（２階建） 昭和 49 年度 梅川町 372 番地 8 ２ＤＫ 4

梅川団地（２階建） 昭和 49 年度 梅川町 372 番地 8 ３ＤＫ 2

※昭和46年度改良住宅（3ＤＫ・1戸）、昭和４9年度白樺団地平屋建（3ＤＫ・1戸）、昭和４８年度梅川

　団地平屋建（２ＤＫ・1戸）、昭和４８年度梅川団地2階建（２ＤＫ・2戸）は、単身入居可能住宅で、単

　身の入居資格は、昭和３１年４月１日以前に生まれた方等。

※黒川団地（２ＤＫ・1戸）は、高齢者専用世帯（６０歳以上）住宅。

※以上が平成２５年１０月１日現在の募集住宅ですが、入居申込受付開始日までに空家が出た場合は、追加で

　入居者を募集することがあります。

＜入居可能収入＞

◆問合せ　まちづくり計画課 公営住宅係　☎２１－２１２４

収入基準 家　族　数　（収入例　就労者１人の場合の年収）
２　人 ３　人 ４　人 ５　人

月額 15 万 8 千円以下 3,511,999 円以下 3,995,999 円以下 4,471,999 円以下 4,947,999 円以下

１０月２１日～１０月２７日は行政相談週間です。
－国の行政等に関する相談をお寄せください－

　このような相談はありませんか。
　・道路がでこぼこになっていて通行に支障がある。

　・手続きや申請がわかりにくい。

　・不便な場所に設置されている郵便ポストを移設してほしい。

■行政相談委員は、あなたと行政のパイプ役です。
　・行政相談委員が、住民の皆さんからの行政に対する苦情や意見・要望等の相談に応じます。相談は無料で

　　秘密は厳守いたします。

　・国の行政などへの苦情や意見、要望などがありましたら、お気軽に次の行政相談委員にご連絡ください。

余市町行政相談委員
　　平　岩　聖　司　　　富沢町　２丁目２１番地　　☎２３－４６１３

　　新　見　てる子　　　黒川町１５丁目　１番地１　☎２３－７８７３

■総務省 北海道管区行政評価局 函館行政評価分室でも常時相談を受付しております。
　　「行政苦情１１０番」　平日 午前８時３０分から午後５時１５分　　☎０５７０－０９０１１０
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宝くじ助成事業で高圧温水洗浄機とジェットヒーターを購入しました
　余市町では、（財）自治総合センターが宝くじ普及広報事業として実

施している「平成２５年度一般コミュニティ助成事業（地域防災組織

育成助成事業）」により、高圧温水洗浄機１台とジェットヒーター４台

を購入しました。

　今回、購入した備品は町内の消防団で使用し、消防団設備の充実を

図るものです。

　　◆問合せ　企画政策課　☎２１－２１４２

健全化 判断比率等をお知らせいたします
　 「地方公共団体の財政の健全化に関する法律」の施行により、地方自治体は毎年度決算時に健全化判断比

  率と資金不足比率を算定し、公表することが義務づけられています。

　  この比率は財政の健全度を示すもので、健全化判断比率のいずれかの比率が基準を超えた場合は、起債

  の借入が制限されるなど、将来のまちづくりに様々な影響をおよぼすことになります。

★平成２４年度健全化判断比率 余市町の比率 早期健全化基準 財政再生基準

○実質赤字比率
　一般会計の赤字の比率
　　（算定の結果比率はありません）

（－）
－

１４．５５％　以上 ２０．０％　以上

○連結実質赤字比率
　全会計を対象とした赤字額の比率
　　（算定の結果比率はありません）

（－）

－
１９．５５％　以上 ３０．０％　以上

○実質公債費比率
　一般会計が負担する元利償還金（返済）の比率

（１４. ６％）
１３．９％

２５．０％　以上 ３５．０％　以上

○将来負担比率
　一般会計が将来負担すべき負債の比率

( １２２．３％ )
１１３．０％

３５０．０％　以上

　　※（　　）は前年度数値

　★平成２４年度資金不足比率・・・・・公営企業の赤字額の比率（経営健全化基準・・・20% 以上）

　　　余市町では水道事業会計・公共下水道特別会計が対象ですが、いずれの会計も資金不足（赤字額）が

　　無いため、比率はありません。

　  平成２４年度決算における本町の各指標はいずれの比率も早期健全化基準を下回っており、今後も基準を
  超えることのないよう健全な財政運営につとめます。
◆問合せ　財政課 財政グループ　 ☎２１－２１１４

平成２５年度 狂犬病予防注射 実施について
　狂犬病予防注射は年１回受けなければなりません。まだ予防注射を受けていない場合は、下記の日程により

予防注射を実施しますので必ず受けるようお願いいたします。

　また、畜犬登録の受付けもして

おりますので、生後９１日以上の

犬を飼っている方は、登録をお願

いいたします。（生涯１回）

※案内状が送付されている方は、

　当日会場に案内状を必ずご持参

　願います。

　・注射料 ３，０４０円 

　・登録料 ３，０００円 

※飼い犬が離れた場合、または死

　亡している場合は、下記まで連

　絡お願いします。

◆問合せ　
　　環境対策課 環境衛生係

　　　　　　 ☎ ２１－２１１８

実　施　日 実　施　時　間 実　施　場　所

10 月 10 日（木）

１０：００～１０：２０
１０：３５～１０：５５
１１：１０～１１：２５

１３：００～１３：２０
１３：３０～１３：５０
１４：０５～１４：３０

栄町農業構造改善センター前
登老人寿の家前
大浜中公園《神社公園》前

余市農産工業横
山田町農業構造改善センター前
豊丘老人寿の家前

10 月 11 日（金）

１０：００～１０：３０
１０：４０～１１：００
１１：１０～１１：３０

１３：１０～１３：４０

１３：５０～１４：２０

黒川八幡生活館前
イオン余市店西側駐車場
大川保育所横

沢町駐在所前タイヤ公園
（港町１９２番地）
西部買物駐車場

（沢町福祉センター横）

10 月 12 日（土）
１０：００～１０：３０
１０：４０～１１：３０

中央公民館横
役場裏駐車場
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 ヒグマによる事故防止のための注意！
9 月 7 日（土）～ 10 月 31 日（木）は、秋季の「ヒグマ注意特別期間」です。

　北海道には、ヒグマが広く分布・生息しています ｡ 本年もキノコ採りが盛んになる季節を迎えるにあたり、

野山に入る機会も多くなると思います。野山に入る際には、次のことに注意してください。

○ヒグマと遭遇しないために
　・出没情報のある場所、出没を知らせる看板のある場所、ヒグマのフンや足跡など痕跡がある場所には入

　　らないようにしましょう ｡

　・野山に入る場合は集団で行動し、「クマよけの鈴」を鳴らすなど、音で人の存在や接近をヒグマに知らせ、

　　ヒグマとの突発的な遭遇を防ぎましょう。

　・早朝や夕方、悪天候などで薄暗いときには、人もヒグマも相手の存在に気付くのが遅れ、突発的に遭遇す

　　ることがあるので、野山に入らないようにしましょう。

　・残飯などのゴミはヒグマのエサにもなるので、捨てたり埋めたりせず、必ず持ち帰りましょう。

○ヒグマと遭遇してしまったら
　・急に大声をあげたり、走って逃げたりすると、ヒグマを刺激し追いかけてくる可能性があるので危険です ｡

　・ヒグマが自分に気付いていないようであれば、静かにその場を立ち去りましょう。

　・ヒグマとの距離が近い場合は、ヒグマから視線をそらさず、ゆっくりと後退してください。

　・子グマを見つけても、必ず近くに母グマがいるので絶対に近づいてはいけません ｡

　・ヒグマと遭遇した場合に備え、クマ撃退スプレーなどを携行しましょう ｡

○ヒグマの出没を防止するために
　・ヒグマをおびき寄せることのないよう、生ゴミや保存食などを適切に管理しましょう ｡

　・農地や果樹園では、電気柵を設置するなどの対策を行いましょう。また、ヒグマをおびき寄せないよう、

　　未収穫物や収穫残渣、放置果実や廃果を適切に処分しましょう。

　・家畜飼料は、ヒグマにエサとして利用されることのないよう、頑丈な施設で保管しましょう。　

※なお、ヒグマを見かけた場合はご連絡をお願いします。　

　　◆連絡先　経済部 農林水産課　☎２１－２１２３

　マスコミ報道等でもご存知のとおり、先般６月２０日、奥定山渓の国有林においてタケノコ採取のために

入山した方が遭難し、警察を初めとする各関係機関の捜索により無事保護されたところであり、また、７月

２日には近隣箇所で一時遭難するという事態も発生しているところです。

　石狩森林管理署で管理する林道は安全管理上、ゲートに施錠をしており、車両での通行はご遠慮いただい

ているところですが、無断入林が後をたたず、林道ゲートの鍵損壊も多い時には月に５０件を超える等、悪

質な鍵損壊での入林が続いているところです。

　関係機関からも「林道管理を適切に行うよう」強く指導を受けていることから、一部林道に「監視カメラ」

を設置し、悪質な行為を行っている者には、警察と連携し対応することとしていますのでお知らせします。

　なお、監視カメラ設置箇所には「監視カメラ作動中」の掲示をいたします。

◆問合せ　石狩森林管理署　   ☎０１１－５６３－６１１１

◆◇石狩森林管理署からのお知らせ◇◆

◆応募締切　１０月１１日（金）まで

　　　　　　※郵送の場合は、当日消印まで有効。

◆応募方法　郵送またはＥメールで応募してください。

◆問合せ　  〒 060-0052 

　　           札幌市中央区南２条東３丁目 ノヴェロ内

        　　　　　 北海道新幹線開業ＰＲ会議

　　　　　    　　　　    ☎０１１－２８１－６６３１

　メールアドレス　Info@hokkaido-shinkansen-navi.jp
※応募要領など詳しくは、北海道の公式ホームページ

　「北海道新幹線のページ」をご覧ください。

　　　　　　http://www.pref.hokkaido.lg.jp/ss/skt/

北海道新幹線開業ＰＲのロゴマーク、
キャッチフレーズ大募集！
～あなたのロゴマーク、キャッチフレーズが
　　　　　　　　北海道新幹線を盛り上げます！～

　交通事故被害者世帯のみなさんに次の援護制度をご

紹介します。

介護料支給のご案内
　自動車（バイク含む）事故による重度後遺障害（脳損・

脊損）により介護を要する方へ、後遺障害の程度など

に応じて月額 29,290 円～ 136,880 円支給します。

交通遺児等育成資金貸付のご案内
　自動車（バイク含む）事故により死亡または重度後

遺障害（脳損・脊損）を負われた方の義務教育終了前

の子弟に対し、月々一定額の育成資金を無利子で貸付

けします。

◆詳しくは、自動車事故対策機構 札幌主管支所へ

    　　　　　　　　　　☎０１１―５５１―２１４５

　HP：http://www.nasva.go.jp/（“ナスバ”で検索）

自動車事故対策機構からのお知らせ



〈2013. ⑩広報よいち　7〉

余市町の空間放射線量率の状況
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21日 22日 23日 24日 25日 26日 27日 28日 29日 30日 31日 1日 2日 3日 4日 5日 6日 7日 8日 9日 10日 11日 12日 13日 14日 15日 16日 17日 18日 19日 20日

測定値

測定日

平成２５年９月 余市町の空間放射線量率の状況 (H25.8.21～H25.9.20)

単位： ｎＧｙ／ｈ （ナノグレイ毎時）単位： ｎＧｙ／ｈ （ナノグレイ毎時）

　北海道が設置している広域モニタリングポスト（余市町朝日）による空間放射線量率の測定データを公表い

たします。

　私たちは日常的に自然界から微量の放射線を浴びていますが、通常測定される「空間放射線量率」は 10 ～

60 ナノグレイ毎時（ｎＧｙ / ｈ）程度で、雨が降ると一時的に上昇する場合があります。

地球温暖化とは
　現在、各市町村や企業各社が、さまざまな地球温暖

化対策の努力をしています。そもそも、この地球温暖

化とは何なのかについて説明します。

　地球を包む空気中の二酸化炭素やメタン、水蒸気な

どには、太陽の熱エネルギーを吸収する作用があり

「温室効果ガス」と呼ばれています。

　１８世紀の産業革命以降、人間は石炭や石油を燃料

とする機械を発明し使用を広めてきました。このため

生活の利便性は飛躍的に向上しましたが、それと同時

に温室効果ガスの排出の激増も始まったということ

が、南極の氷床コアの観測等から判明しています。

　世界の気温はこの１００年間で０．７℃上昇と、地

球の歴史上例を見ない急激なスピードで上昇してい

ます。

　日本の場合、これが１．２℃の上昇、北海道の場合は１．０℃の上昇となっています。札幌では地球温暖化に

加え都市化の影響も強く、１．９℃の上昇となっています。

　また、桜の開花日が年々早くなる、流氷の接岸期間が短くなる等の観測結果も出ています。

　さらに地球温暖化が進むと、洪水や交通障害をもたらす大雨の増加や、農作物の収穫量や品質が落ちたり、

病害虫の増加などの被害が予想されます。

　私たちの子孫にそのような悪影響を与えないよう、節電などエネルギー消費をなるべく抑え、二酸化炭素の

排出を抑制していかなければいけません。

 ◆問合せ　札幌管区気象台 天気相談所　   ☎０１１－６１１－０１７０

放射線の単位
Ｇｙ（グレイ）：物質が放射線によって受けたエネルギーを表します。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（企画政策課　☎２１―２１４２）
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★今月のおもしろ宇宙教室★

余市宇宙記念館からのお知らせ

講　　座 内　　容 日にち 時　間 定員

モデルロケット製作
組み立て式のロケットを製作、ロケットにつ
いて学習します

6 日（日）
午後 1 時 30 分
　～ 4 時 30 分

10

宇宙開発の歩みと取り組み
を学ぶ　その⑥

（7 回シリーズ）
日本の宇宙開発について解説します

14 日
（月・祝）

午後 2 時
　　　　～ 3 時

30

日時計製作
日時計を作り、昔使われていた時間の計りか
たを体験します

19 日（土）
午前 11 時
　　  　～ 12 時

30

車両のしくみについて学ぶ
その①（2 回シリーズ）

自転車、オートバイ、自動車の動く仕組みな
どを紹介します

19 日（土）
午後 2 時
　～ 3 時 30 分

30

分光器製作
不要になったＣＤやＤＶＤで分光器を作り、電
磁波や可視光について学びます

20 日（日）
午後 2 時
　～ 3 時 30 分

30

超小型発電機製作
エナメル線と磁石（ネオジューム）で超小型
発電機を作って、ＬＥＤで発電のしくみを学
びます（完成品はお持ち帰りできます）

26 日（土）
午後 2 時
　～ 3 時 30 分

20

四季の星座について学ぶ
その⑥（10 回シリーズ）

組み立て式の望遠鏡を作り星空について学習
します（完成品はお持ち帰りできます）

27 日（日）
午前 10 時 30 分
　　　  ～ 12 時

30

永久（方位）磁石教室
地球が大きな磁石であることを方位磁石で学
びます（完成品はお持ち帰りできます）

27 日（日）
午後 2 時
　～ 3 時 30 分

20

～１０月行事予定のご案内～

★申込みは 10 月 1 日（火）より電話で受付します。上記教室の参加には入館料はかかりません。
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第２回「水」ロケット競技大会 10 月 5 日（土）開催　問合せは宇宙記念館まで

◆対象は、「車両の仕組みについて学ぶ」のみ小学校高学年以上、その他は小学生以上です。



健康と暮らしの情報（１０月号）
子育て情報『問合せ：保健課保健指導グループ　☎ 21 － 2122』

健康づくり情報『問合せ：保健課保健指導グループ　☎ 21 － 2122』

休日当番医『問合せ：保健課保健指導グループ　☎ 21 － 2122』

その他の生活情報　　

事　業　名 対　象　者 実　施　日 時　　　　　間 会　　　　場

１歳６か月児健診 H24 年 2・3 月生まれ １０日（木）受付 12：00 ～ 12：20 福祉センター入舟分館
☎２３―４３３８

ニコニコたまご教室
（妊婦さんの食事・交流会）

妊婦とその家族
※申込みが必要です

１１日（金） 10：00 ～ 12：00

中央公民館
☎２３―５００１

（申込先）役場保健課　
　　保健指導グループ

☎２１―２１２２

ママさん交流会 おおむね 3 歳までの　
お子さんとその保護者

１１日（金） 10：00 ～ 12：00 中央公民館
☎２３―５００１

１0 か月児健診 H24 年 12 月生まれ ２４日（木）
受付 12：00 ～ 12：20

福祉センター入舟分館
☎２３―４３３８３歳児健診 H22 年５月生まれ ２５日（金）

４か月児健診 H25 年６月生まれ ３１日（木）受付 11：50 ～ 12：10

当　番　日 医　療　機　関　名 電話番号

       ６日（日） 勤医協余市診療所 ２２―２８６１

    １３日（日） ながい小児科医院 ２３―６８８１

    １４日（月） 田中内科医院 ２２―６１２５

    ２０日（日） 小嶋内科 ２２―２２４５

    ２７日（日） 林病院 ２２―５１８８

事　業　名 実　施　日 時　　　　間 会　　　　場 備　　　　考

心の健康相談
１０月３日（木）

１１月７日（木）
　13：30 ～ 15：30 倶知安保健所余市支所

☎２３－３１０４

3 日前までに予約が必要
です。
( 申込先）倶知安保健所
※相談日は都合により変
更する場合があります。
☎ 0136―23―1957

無料バスで行く！
札幌健診ツアー

５日（土）
出発時間

福祉センター　7：15
中央公民館　　7：30

北海道対がん協会
札幌がん検診センター
☎ 011―748 － 5522

事前に申込みされた方に
個人通知いたします。
※申込みをお忘れの方は
問合せください。

☎２１―２１２２

乳がん・大腸がん検診

１６日（水）

受付時間
8：30 ～ 11：00

12：30 ～ 14：30

中央公民館
☎２３―５００１ 事前に申込みされた方に

個人通知いたします。
☎２１―２１２２

１７日（木）

１８日（金）

１９日（土） 福祉センター
☎２２―６２２８

認知症の介護相談 　　 ２１日（月）  　19：00 ～ 21：00 福祉センター入舟分館
☎２３―４３３８

ご自由に相談下さい。

健康相談  　　２３日（水） 　   9：00 ～ 15：00 余市町役場
☎２１―２１２２

予約が必要です。
☎２１―２１２２

事　業　名 実　施　日 時　　　間 会　　　場 備　　　考

心配ごと相談 ９日（水）、２３日（水） 13：00 ～ 16：00

福祉センター入舟分館
☎２３―４３３８

（問合せ）
余市町社会福祉協議会

☎２２―３１５６
※法律相談については
事前申込み必要

育児・子育て相談 １８日（金） 13：00 ～ 16：00

無料法律相談
（予約制）

   ８日（火） 13：30 ～ 14：30

１６日（水） 13：00 ～ 16：00 中央公民館
☎２３―５００１

事前申込み必要
役場総務課

☎２１―２１１１

２２日（火） 15：00 ～ 17：00 余市商工会議所
☎２３―２１１６

事前申込み必要
申込同左

〈2013. ⑩広報よいち　9〉

注）福祉センター（富沢町５丁目）、福祉センター入舟分館（入舟町）、中央公民館（大川町４丁目）、
　　倶知安保健所余市支所（朝日町）、余市商工会議所（黒川町３丁目）

※当番医の診療時間は 9 時～ 1 ７時

までです。

休日当番医は変更になることが
ありますので、確認してから受
診して下さい。



　
お
知
ら
せ

　
募
　
集

〈2013. ⑩広報よいち　10〉

  

農
村
活
性
化
セ
ン
タ
ー
か
ら

　

次
の
①
、
②
の
申
込
み
と
開
催
場

所
は
、農
村
活
性
化
セ
ン
タ
ー
（
メ
ッ

セ
・
ア
ッ
プ
ル
ド
リ
ー
ム
☎
23
―

５
５
６
８
・
FAX

　

23
―
２
１
８
９
）で
す
。

①
七
宝
焼
サ
ー
ク
ル

◆
日
時
　

10
月
18
日

（金）

　
　
　
　
　

午
前
10
時
～
午
後
３
時

◆
講
師　

真
鍋
チ
ヤ
先
生

②
り
ん
ご
の
花

　
　
　
　
　

押
し
花
サ
ー
ク
ル

◆
日
時　

10
月
17
日

（木）

　
　
　
　
　

午
前
９
時
30
分
～
正
午

◆
講
師　

村
山
洋
子
先
生

　〈
各
種
自
衛
官
等
募
集
〉

　

自
衛
官
候
補
生
（
男
子
）
を
募
集

し
ま
す
。

※
細
部
応
募
資
格
等
に
つ
い
て
は
、

　

問
合
せ
く
だ
さ
い
。

◆
問
合
せ　

自
衛
隊
札
幌
地
方
協
力

　

本
部
小
樽
地
域
事
務
所
（
小
樽
市

　

稲
穂
２
―
22
―
４
樽
石
ビ
ル
2F
）

　

（
☎
０
１
３
４
―
22
―
５
５
２
１
）

〈
余
市
消
防
署
か
ら
の
お
知
ら
せ
〉

★
老
朽
化
消
火
器
の
適
切
な
取
扱
い

 

・
消
火
器
が
風
雨
に
さ
ら
さ
れ
る
場  

　

所
や
湿
潤
な
場
所
等
に
設
置
さ
れ

　

て
い
な
い
か
を
確
認
す
る
こ
と
。

 

・
腐
食
が
進
ん
で
い
る
消
火
器
は
、

　

絶
対
に
使
用
し
な
い
こ
と
。

 
・
消
火
器
は
放
射
・
解
体
等
の
廃
棄

　

処
理
を
自
ら
行
わ
な
い
こ
と
。

 

・
消
火
器
は
一
般
ゴ
ミ
、
不
燃 

ゴ
ミ

　

等
の
回
収
に
は
出
さ
な
い
こ
と
。

　

不
要
に
な
っ
た
消
火
器
は
、
回
収

　

を
行
っ
て
い
る
事
業
者
に
廃
棄
処

　

 

理
（
有
料
）
を
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。

★
住
宅
用
火
災
警
報
器
を

　
　
　
　

設
置
し
ま
し
ょ
う
！

　

住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
が
義

務
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
だ
設
置
さ
れ
て
い
な
い
ご
家
庭

は
、
設
置
す
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

★
住
宅
用
火
災
警
報
器
が

　
　
　
　

鳴
動
し
た
時
の
対
処
法

火
災
の
時

・
周
り
に
大
声
で
知
ら
せ
ま
し
ょ
う
。

・
119
番
通
報
し
避
難
し
ま
し
ょ
う
。

・
可
能
な
ら
初
期
消
火
を
。

火
災
で
は
な
い
時

 

・
住
宅
用
火
災
警
報
器
本
体
か
ら
さ

　

が
っ
て
い
る
ひ
も
を
引
く
、
あ
る

　

い
は
警
報
音
停
止
ボ
タ
ン
を
押
し

　

ま
し
ょ
う
。

 

・
調
理
等
で
室
内
に
煙
が
充
満
し
て

　

い
る
場
合
は
換
気
を
し
ま
し
ょ
う
。

 

・
機
器
に
よ
っ
て
は
電
池
が
切
れ
そ

　

う
に
な
っ
た
際
に
警
報
が
鳴
る
場

　

合
も
あ
り
ま
す
。

★
住
宅
用
火
災
警
報
器
の

　
　
　
　

維
持
・
管
理
に
つ
い
て
！

定
期
的
に
作
動
確
認
を
し
ま
し
ょ
う

 

・
音
が
鳴
ら
な
い
場
合
は
電
池
切
れ

　

か
機
器
本
体
の
故
障
で
す
の
で
取

　

扱
説
明
書
を
ご
覧
下
さ
い
。

日
頃
の
お
手
入
れ
に
つ
い
て

 

・
汚
れ
や
ホ
コ
リ
が
付
着
し
た
場
合

　

は
、
家
庭
用
中
性
洗
剤
を
浸
し
て

　

十
分
絞
っ
た
布
で
軽
く
拭
き
取
っ

　

て
下
さ
い
。

★
悪
質
な
訪
問
販
売
等
に
ご
注
意
！

　

消
防
署
が
直
接
住
宅
用
火
災
警
報

器
や
消
火
器
を
訪
問
販
売
し
た
り
、

特
定
の
業
者
に
商
品
を
斡
旋
し
、
販

売
を
依
頼
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

◆
問
合
せ　

余
市
消
防
署
予
防
係

　
　
　
　
　
　

（
☎
23
―
３
７
１
１
）

〈
第
28
回 
旭
中
学
校

　
　

  

吹
奏
楽
部 
定
期
演
奏
会
〉

◆
日
時　

10
月
19
日

（土）　

　
　
　
　

開
場　

午
後
４
時

　
　
　
　

開
演　

午
後
４
時
30
分

◆
会
場　

中
央
公
民
館　

大
ホ
ー
ル

◆
曲
目　

久
石
譲
作
品
集
（
ジ
ブ
リ

　

メ
ド
レ
ー
）
、
あ
ま
ち
ゃ
ん
オ
ー

　

プ
ニ
ン
グ
テ
ー
マ
、
ゲ
バ
ゲ
バ
90

　

分
他

◆
ア
ピ
ー
ル　

精
一
杯
の
心
の
こ

も
っ
た
演
奏
で
、
み
な
さ
ん
に
幸
せ
な

時
間
を
お
届
け
し
ま
す
。
た
く
さ
ん
の

ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

◆
問
合
せ　

旭
中
学
校 

　
　
　
　
　
　

（
☎
22
―
２
０
７
５
）

◆
担
当　

吹
奏
楽
部　

　
　
　
　
　
　

顧
問　

佐
藤　

夕
美

〈
第
30
回 

東
中
学
校

　
　

  

吹
奏
楽
部 

定
期
演
奏
会
〉

◆
日
時　

10
月
25
日

（金）　

　
　
　
　

開
場　

午
後
５
時
30
分

　
　
　
　

開
演　

午
後
6
時

◆
会
場　

中
央
公
民
館　

大
ホ
ー
ル

◆
曲
目　

「
ボ
ル
ツ
ァ
ー
ノ
の
娘
」

　

序
曲
、
銀
河
鉄
道
999
、
イ
ン
・
ザ
・

　

ム
ー
ド
他

◆
問
合
せ　

東
中
学
校

　
　
　
　
　

 

（ 

☎
22
―
３
２
９
３
）

　
　
　
　

    

（ 

FAX   

22
―
７
２
１
８
） 

　
　

Ｅ
メ
ー
ル　

　
　
　

to
c
h

u
@

ju
n

o
.o

c
n

.n
e
.jp

◆
担
当　

吹
奏
楽
部　

　
　
　
　
　
　

顧
問　

白
井　

尚
史 

〈
余
市
混
声
合
唱
団 

定
期
演
奏
会

　

～
第
29
回 

合
唱
の
つ
ど
い
～
〉             

◆
日
時　

10
月
13
日

（日）　

　
　
　
　

開
場　

午
後
1
時
30
分

　
　
　
　

開
演　

午
後
2
時

=　募集・お知らせ　=



◆
会
場　

中
央
公
民
館　

大
ホ
ー
ル

◆
曲
目　

合
唱
曲
「
心
の
四
季
」、「
イ

　

タ
リ
ア
民
謡
」、「
花
は
咲
く
」、「
負

　

け
な
い
で
」、
「
栄
光
の
架
橋
」
他

◆
賛
助
出
演　

黒
川
女
性
会
コ
ー
ラ

　

ス
サ
ー
ク
ル
、
シ
ン
グ
・
カ
ラ
フ

　

ル
（
中
学
生
グ
ル
ー
プ
）、
歌
声

　

サ
ー
ク
ル 

コ
ー
ル
ア
ミ
ー
ケ

◆
後
援　

余
市
町
教
育
委
員
会
、
余
市

　

文
化
協
会
、
北
海
道
新
聞
社
余
市
支
局

◆
問
合
せ　

余
市
混
声
合
唱
団

　
　
　
　
　

事
務
局　

齊
藤　

圭
二

　

（
余
市
紅
志
高
校
☎
23
―
３
１
９
１
） 

　

（
自
宅 

☎
32
―
３
５
０
６
）

　
　

〈
平
成
25
年
度 

余
市
芸
能
文
化
祭

　
　
　
　

 

舞
踊
・
歌
謡
発
表
会
〉

◆
日
時　

10
月
27
日

（日）

　
　
　
　

開
場　

午
前
11
時
30
分

　
　
　
　

開
演　

正
午

◆
会
場　

中
央
公
民
館　

大
ホ
ー
ル

◆
出
演
社
中　

花
藤
美
幸
会

◆
内
容　

舞
踊
・
歌
謡

※
賛
助
出
演
お
気
楽
に
…

◆
問
合
せ 

　

会
長
宅　

児
玉
☎
23
―
５
０
２
５

〈
札
幌
交
響
楽
団
フ
ル
ー
テ
ィ
ス
ト

　

   

森
圭
吾
と
弟
子
た
ち
に
よ
る

　
　
　
　

ゆ
か
い
な
コ
ン
サ
ー
ト
〉             

◆
日
時　

10
月
6
日

（日）

　
　
　
　

開
場　

午
後
1
時
30
分

　
　
　
　

開
演　

午
後
2
時

◆
会
場　

中
央
公
民
館　

大
ホ
ー
ル

◆
曲
目　

ベ
ー
ト
ー
ベ
ン
／
ロ
マ
ン

　

ス　

ヘ
長
調
、
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
／

　

き
ら
き
ら
星
変
奏
曲
、
日
本
の
童

　

謡
メ
ド
レ
ー
他

※
チ
ケ
ッ
ト
に
つ
い
て
は
お
問
合
せ

　

く
だ
さ
い

◆
問
合
せ　

 

安
保

　
　

☎
090
―
７
６
４
５
―
７
０
３
６

〈
北
海
道 

余
市
養
護
学
校

　

平
成
25
年
度 

学
習
発
表
会

　

    
・
高
等
部
祭
の
お
知
ら
せ
〉         

☆
学
習
発
表
会
（
小
・
中
学
部
）

◆
日
時　

10
月
26
日

（土）　

　
　
　

午
前
9
時
25
分
～
11
時
35
分

☆
高
等
部
祭

◆
日
時　

10
月
26
日

（土）　

　
　
　

午
前
9
時
45
分
～
午
後
2
時

◆
場
所　

余
市
養
護
学
校 

体
育
館

　

及
び
高
等
部
校
舎

　
　

（
梅
川
町
377
―
３
）

◆
問
合
せ　

余
市
養
護
学
校　

　
　
　
　
　
　
　

☎
23
―
７
８
３
１

〈「
ふ
ま
ね
っ
と
健
康
教
室
」
を

　
　
　
　

   

実
施
し
て
い
ま
す
〉             

～
介
護
予
防
や
認
知
症
予
防
に

　
　
　
　

効
果
の
あ
る
運
動
で
す
～

◆
日
時
①
毎
月
第
２
・
第
４
金
曜
日

　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
～
３
時

◆
場
所　

福
祉
セ
ン
タ
ー

◆
日
時
②
毎
月
第
１
・
第
３
火
曜
日

　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
～
３
時

◆
場
所　

フ
ル
ー
ツ
シ
ャ
ト
ー
よ
い

　

ち
「
ツ
ド
イ
ホ
ー
ル
」

◆
持
ち
物　

運
動
靴

※
参
加
費
に
つ
い
て
は
お
問
合
せ
く

　

だ
さ
い

◆
主
催　

地
域
健
康
づ
く
り
支
援
会

　

ワ
ン
ツ
ー
ス
リ
ー
ふ
ま
ね
っ
と
余

　

市
支
部

◆
申
込
み
・
問
合
せ　

ふ
ま
ね
っ
と

　

余
市
支
部
事
務
局
（
米
坂
）　
　

　
　
　

 

（
☎
・ 

FAX   

23
―
３
３
５
９
）

〈
ス
ク
エ
ア
ダ
ン
ス
秋
の
公
開

レ
ッ
ス
ン
の
お
知
ら
せ
〉

　

余
市
Ｓ
Ｄ
Ｃ
プ
ラ
マ
ネ
イ
ド
の
会

で
は
、
ス
ク
エ
ア
ダ
ン
ス
を
広
く
町

民
に
知
っ
て
も
ら
お
う
と
、
公
開

レ
ッ
ス
ン
を
行
い
ま
す
。

　

ス
ク
エ
ア
ダ
ン
ス
は
歩
く
だ
け

で
、
脳
と
筋
肉
に
心
地
よ
い
刺
激
と

満
足
感
が
味
わ
え
ま
す
。
無
料
体
験

も
行
っ
て
い
ま
す
の
で
ス
ク
エ
ア
ダ

ン
ス
に
興
味
の
あ
る
方
は
お
気
軽
に

お
い
で
く
だ
さ
い
。

◆
日
時　

10
月
15
日

（火）

　
　
　
　
　

午
後
１
時
～
３
時
30
分

◆
場
所　

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

◆
問
合
せ　

　

余
市
Ｓ
Ｄ
Ｃ
プ
ラ
マ
ネ
イ
ド

　
　
　
　
　

（
髙
☎
22
―
５
７
８
９
）

〈 

ハ
イ
ビ
ス
カ
ス

   

余
市
フ
ラ
サ
ー
ク
ル
会
員
募
集
〉

　

美
と
健
康
の
た
め
に
フ
ラ
を
し
て

み
ま
せ
ん
か
。
南
国
の
島
ハ
ワ
イ
を

想
い
身
も
心
も
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
。
お

申
込
み
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　

昼
の
部            

◆
日
時　

第
1
・
2
・
3
木
曜
日

　
　
　
　

午
前
10
時
～
11
時
30
分

◆
場
所　

黒
川
会
館

　

夜
の
部            

◆
日
時　

第
1
・
2
・
3
火
曜
日

　
　
　
　

午
後
７
時
～
８
時
30
分

◆
場
所　

福
祉
セ
ン
タ
ー

◆
問
合
せ　

奥
寺
☎
23
―
７
５
１
１

　　
　黒

川
児
童
館
（
入
舟
町
☎
23
―
４
３
３
８
）

▽
お
た
の
し
み
工
作
の
会

　
10
月
５
日

（土）　

午
後
１
時
30
分
～

▽
体
育
の
日
の
会

　

10
月
13
日

（日）　

午
後
１
時
30
分
～

沢
町
児
童
館
（
富
沢
町
３
丁
目
☎
23
―
５
６
７
３
）

▽
マ
ン
カ
ラ
の
会

　
10
月
12
日

（土）　

午
後
１
時
30
分
～

▽
体
育
の
日 　

ミ
ニ
運
動
会

　

10
月
14
日

（月）　

午
後
１
時
30
分
～

▽
お
菓
子
作
り
の
会

　

10
月
26
日

（土）　

午
後
１
時
30
分
～

　

※
事
前
申
込
み
が
必
要
で
す
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 ◆問合せ　保健課保健指導グループ  
（☎２１－２１２2）
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シ
リ
ー
ズ

　
「
特と
く
て
い
け
ん
し
ん

定
健
診
を
知
ろ
う
！
」

　

昨
年
度
好
評
を
い
た
だ
き
ま
し
た

「
特
定
健
診
を
知
ろ
う
！
」
シ
リ
ー

ズ
を
、
今
年
も
今
月
か
ら
3
回
に
わ

た
っ
て
連
載
し
ま
す
。

第
1
回
「
特
定
健
診
」

　
　
　
　

イ
メ
ー
ジ
大
改
造
♥

　

平
成
20
年
度
か
ら
開
始
と
な
っ
た

特
定
健
診
。
住
民
の
皆
さ
ん
の
健
康

を
守
る
べ
く
、
全
道
で
も
低
い
水
準

に
あ
る
余
市
町
国
保
の
特
定
健
診
受

診
率
の
向
上
を
目
指
し
て
、
各
関
係

機
関
や
団
体
の
ご
協
力
を
得
な
が

ら
、
受
診
勧
奨
な
ど
日
々
頑
張
っ
て

ま
い
り
ま
し
た
。

　

な
ぜ
受
診
率
が
伸
び
て
い
か
な
い

の
か
を
探
る
な
か
で
耳
に
し
た
住
民

の
皆
さ
ん
の
生
の
声
。
中
で
も
多

か
っ
た
の
は
…

　　　

「
今
は
ど
こ
も
悪
く
な
い
か
ら

　
　
　

健
診
な
ん
て
必
要
な
い
よ
」

　

「
健
診
受
け
る
と
悪
い
と
こ
ろ
を

　

指
摘
さ
れ
る
か
ら
イ
ヤ
な
ん
だ
よ

　

ね
」

　

「
病
院
に
か
か
っ
て
い
る
か
ら

　
　
　
　
　

健
診
は
受
け
な
い
わ
」

　

こ
れ
ら
の
声
か
ら
、
特
定
健
診
に

対
し
、
住
民
の
皆
さ
ん
は
「
健
康
な

ら
必
要
の
な
い
（
受
け
な
く
て
も
良

い
）
も
の
」
と
い
っ
た
イ
メ
ー
ジ
を

も
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し

た
。

　
ま
た
、
私
た
ち
の
取
り
組
み
と
し

て
、
生
活
習
慣
病
の
特
徴
や
、
特
定

健
診
の
目
的
・
効
果
に
つ
い
て
の
PR

が
十
分
で
は
な
か
っ
た
こ
と
を
反
省

し
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
特
定
健
診
を
受
診
す
る

と
い
う
こ
と
が
、
よ
り
良
い
イ
メ
ー

ジ
に
つ
な
が
る
よ
う
な
発
想
の
転
換

を
ご
提
案
し
ま
す
。

【
健
康
の
判
断
を

　
　
　
　

何
で
し
て
い
ま
す
か
？
】

　
右
記
の
質
問
に
対
し
、
住
民
の
皆

さ
ん
の
多
く
は
「
自
覚
症
状
」
と
答

え
て
下
さ
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
ご
存
知
で
し
ょ
う
か
？

重
症
に
な
っ
て
い
て
も
自
覚
症
状
が

出
な
い
の
が
「
生
活
習
慣
病
」
の
特

徴
で
す
。
症
状
の
あ
る
な
し
で
健
康

を
判
断
す
る
こ
と
は
、
ひ
そ
ん
で
い

る
生
活
習
慣
病
を
重
症
化
さ
せ
か
ね

ま
せ
ん
。

　

特
定
健
診
は
「
ど
こ
も
悪
く
な
い
」

か
ど
う
か
を
、
血
液
検
査
な
ど
で
客

観
的
か
つ
科
学
的
に
判
断
で
き
る
有

効
な
手
段
な
の
で
す
。
受
診
し
な
い

手
は
な
い
と
思
い
ま
せ
ん
か
？

【
健
診
で
ひ
っ
か
か
る
の
は

　
　
　
　
　
　
　
　

悪
い
こ
と
？
】

　

平
成
23
年
度
に
余
市
町
の
特
定
健

診
を
受
け
た
808
人
の
う
ち
、
ま
っ
た

く
異
常
の
な
か
っ
た
人
は
わ
ず
か

４
％
で
、
そ
れ
以
外
は
治
療
や
生
活

習
慣
の
改
善
が
必
要
な
人
た
ち
で
し

た
。
裏
を
返
せ
ば
、
悪
い
と
こ
ろ
の

な
い
人
の
方
が
少
な
い
と
い
う
こ
と

で
す
。

　

何
か
を
指
摘
さ
れ
る
…
と
考
え
る

と
受
診
に
対
し
て
腰
が
引
け
て
し
ま

う
お
気
持
ち
は
良
く
わ
か
り
ま
す
。

で
も
健
診
で
ひ
っ
か
か
る
の
は
決
し

て
悪
い
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
む

し
ろ
放
っ
て
お
く
と
大
き
な
病
気
に

つ
な
が
り
か
ね
な
い
生
活
習
慣
病
な

ど
が
早
く
に
見
つ
か
り
、
軽
い
う
ち

に
重
症
化
予
防
に
取
り
組
む
こ
と
の

で
き
る
ラ
ッ
キ
ー
な
方
だ
と
は
考
え

ら
れ
な
い
で
し
ょ
う
か
？

　

生
活
習
慣
病
予
防
で
も
っ
と
も
重

要
な
こ
と
は
、
他
者
か
ら
の
評
価
で

は
な
く
「
自
分
の
健
診
結
果
か
ら
、

自
分
の
体
を
知
る
こ
と
」
で
す
。

【
病
院
に
か
か
っ
て
い
る
方
も

　
　
　

特
定
健
診
を
ぜ
ひ
受
け
て
】

　

平
成
19
年
度
ま
で
実
施
し
て
い

た
「
生
活
習
慣
病
健
診
」
で
は
、
病

院
に
か
か
っ
て
い
る
方
は
健
診
を
受

け
な
く
て
も
よ
い
と
さ
れ
て
い
ま
し

た
。
し
か
し
、
平
成
20
年
度
に
特
定

健
診
に
な
っ
て
か
ら
は
、
病
院
に
か

か
っ
て
い
る
方
も
健
診
の
対
象
者
と

な
り
ま
し
た
。

　

正
直
な
と
こ
ろ
、
病
院
に
行
っ
て

い
る
の
に
な
お
か
つ
特
定
健
診
を
受

け
る
な
ん
て
面
倒
で
す
よ
ね
。
し
か

し
、
持
病
以
外
の
病
気
の
芽
が
隠
れ

て
い
な
い
か
を
、
主
治
医
の
先
生
の

治
療
方
針
に
沿
い
な
が
ら
も
、
多
角

的
に
探
す
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。

　

余
市
町
国
保
の
行
う
特
定
健
診

は
、
脳
・
心
臓
・
腎
臓
を
守
る
た
め

の
項
目
を
独
自
に
追
加
し
て
お
り
、

大
変
質
の
良
い
も
の
で
す
。

　

病
院
で
主
治
医
の
先
生
に
し
っ
か

り
持
病
を
治
療
し
て
も
ら
い
つ
つ
、

特
定
健
診
で
質
の
良
い
多
角
的
な
検

査
を
受
け
ら
れ
る
な
ん
て
、
お
得
だ

と
思
い
ま
せ
ん
か
？
ぜ
ひ
特
定
健
診

を
受
診
く
だ
さ
い
。

【
ま
と
め
】

　

特
定
健
診
は
、
主
と
し
て
内
臓
脂

肪
型
肥
満
に
着
目
し
て
、
そ
の
原
因

と
な
っ
て
い
る
生
活
習
慣
を
改
善

し
、
生
活
習
慣
病
の
予
防
を
目
的
と

し
て
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

「
健
康
」
チ
ェ
ッ
ク
が
で
き
る
の

は
健
診
だ
け
で
す
。

　

特
定
健
診
を
受
け
る
こ
と
で
の
利

点
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
！
ど
う
ぞ

大
切
な
方
も
お
誘
い
あ
わ
せ
の
上
受

診
く
だ
さ
い
。

（
来
月
号
も
お
楽
し
み
に
！
）

平成 25 年度
　

国保特
と く て い け ん し ん

定健診 受診率速報！

         　　8．1％　　（8月末現在）

♥今月の特定健診
【日程が決まっていて集まって受ける健診】

○無料バスで行く「札幌健診ツアー」
　　１０月５日

（申込みは締切りました。次回は平成 26 年 2 月に
予定しています。）

【自分の都合に合わせて、個人で受けに行く検診】
○余市町、仁木町、古平町の指定医療機関
○北海道対がん協会 札幌がん検診センター
 　　　　　　　　　　　　　 （送迎バス無し）
  《詳細は役場保健課へ問合せください。》



 　

姉
妹
都
市
イ
ー
ス
ト
・

　
　

ダ
ン
バ
ー
ト
ン
シ
ャ
イ
ア

　
「
何
度
も
（
別
れ
た
く
な
い
。
こ
っ
ち
さ
え
よ
け

れ
ば
ず
っ
と
居
た
い
）
と
思
い
、
涙
が
出
て
き
ま
し

た
。
」
（
西
中
３
年
生
）
「
私
は
将
来
国
際
関
係
の

仕
事
に
就
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
」
（
旭
中
２

年
生
）

　

昭
和
63
（
１
９
８
８
）
年
10
月
12
日
、
渡
英
し
た

阿
部
町
長
（
当
時
）
と
英
国
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
ス

ト
ラ
ス
ケ
ル
ビ
ン
（
当
時
、
後
の
イ
ー
ス
ト
・
ダ
ン

バ
ー
ト
ン
シ
ャ
イ
ア
）
市
の
コ
イ
ル
市
長
と
の
あ
い

だ
で
姉
妹
都
市
提
携
の
調
印
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
年
の
広
報
よ
い
ち
11
月
号
の
表
紙
に
は
、
「
兄

弟
・
姉
妹
の
固
い
握
手
！
」
の
見
出
し
と
と
も
に
、

握
手
し
た
二
人
の
写
真
が
見
ら
れ
ま
す
。

　

調
印
式
は
同
市
の
議
会
議
事
堂
で
行
わ
れ
ま
し

た
。
コ
イ
ル
市
長
以
下
、
同
市
議
会
議
員
や
関
係
者

の
歓
迎
の
な
か
、
阿
部
町
長
、
松
平
議
長
両
氏
が
婦

人
同
伴
で
調
印
式
に
望
み
ま
し
た
。

　

姉
妹
都
市
提
携
の
き
っ
か
け
は
、
彼
の
地
が
ニ
ッ

カ
ウ
ヰ
ス
キ
ー
の
創
業
者
竹
鶴
政
孝
氏
の
留
学
の
地

で
あ
っ
た
こ
と
、
同
氏
の
奥
さ
ん
で
あ
る
リ
タ
さ
ん

の
故
郷
カ
ー
キ
ン
テ
ィ
ロ
フ
が
ス
ト
ラ
ス
ケ
ル
ビ
ン

市
に
属
し
て
い
た
こ
と
で
し
た
。

　

調
印
式
の
１
年
前
、
竹
鶴
さ
ん
の
ご
家
族
が
リ
タ

さ
ん
の
足
跡
を
求
め
て
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
を
訪
問

し
、
コ
イ
ル
市
長
と
お
会
い
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、

同
市
ゆ
か
り
の
紋
章
が
あ
し
ら
わ
れ
た
グ
ラ
ス
が
、

ニ
ッ
カ
ウ
ヰ
ス
キ
ー
の
竹
鶴
社
長
に
託
さ
れ
て
、
余

市
町
へ
贈
ら
れ
た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
書
簡
の
や
り

と
り
が
始
ま
り
ま
し
た
。
翌
年
７
月
に
は
北
海
ソ
ー

ラ
ン
祭
り
の
時
期
に
コ
イ
ル
市
長
夫
妻
が
余
市
町
を

訪
れ
ら
れ
、
こ
の
時
、
同
市
側
か
ら
姉
妹
都
市
提
携

の
準
備
が
あ
る
こ
と
が
伝
え
ら
れ
ま
し
た
。

　

同
市
は
後
に
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
行
政
区
再
編

の
た
め
、
イ
ー
ス
ト
・
ダ
ン
バ
ー
ト
ン
シ
ャ
イ
ア

市
へ
と
移
行
し
ま
し
た
。
市
名
変
更
後
の
平
成
９

（
１
９
９
７
）
年
、
姉
妹
都
市
提
携
を
続
け
て
い
く

こ
と
で
合
意
し
、
再
度
調
印
書
が
交
わ
さ
れ
ま
し

た
。
こ
の
間
、
親
善
使
節
団
や
勤
労
青
少
年
交
流

団
、
中
学
生
同
士
の
交
流
が
盛
ん
に
行
わ
れ
ま
し

た
。
現
在
で
は
更
な
る
行
政
区
の
再
編
に
よ
り
、

イ
ー
ス
ト
・
ダ

ン

バ

ー

ト

ン

シ
ャ
イ
ア
市
は

ひ
と
つ
の
行
政

区
域
と
な
っ
た

た
め
、
直
接
的

な
友
好
事
業
は

行
わ
れ
て
い
ま

せ
ん
。

　

前
述
の
中
学

生
の
感
想
は
、

同
12
年
に
姉
妹

都
市
と
の
交
流

事
業
で
渡
航
し

た
町
内
の
中
学
生
が
書
い
た
感
想
文
の
一
部
で
す
。

中
学
生
６
名
の
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
へ
の
旅
は
、
10
月

29
日
か
ら
11
月
８
日
ま
で
の
11
日
間
に
わ
た
り
ま
し

た
。
現
地
の
学
校
レ
ン
ジ
ー
ア
カ
デ
ミ
ー
で
の
交
流

で
は
、
折
り
紙
や
習
字
、
浴
衣
の
着
付
け
、
茶
道
な

ど
の
日
本
文
化
を
紹
介
し
、
ス
コ
ー
ン
作
り
、
ス

コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
民
謡
、
ス
コ
テ
ィ
ッ
シ
ュ
ダ
ン
ス
な

ど
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
文
化
を
体
験
し
ま
し
た
。

　

８
日
間
の
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
先
で
の
そ
れ
ぞ
れ
の
思

い
出
が
文
集
に
な
っ
て
の
こ
さ
れ
て
い
ま
す
。
滞
在

中
最
も
心
に
の
こ
っ
た
こ
と
と
し
て
、
彼
ら
の
多
く

が
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
と
過
ご
し
た
週
末
を
あ
げ
て

い
ま
す
。
ハ
イ
キ
ン
グ
、
家
族
と
の
ト
ラ
ン
プ
、

ホ
ー
ム
パ
ー
テ
ィ
、
外
食
、
花
火
見
物
、
移
動
遊
園

地
で
の
思
い
出
と
も
に
、
感
謝
の
言
葉
が
見
え
ま

す
。

　

「
こ
の
旅
で
感
じ
た
事
は
、
言
葉
が
通
じ
な
く
て

も
、
伝
え
た
い
と
い
う
思
い
と
優
し
さ
を
持
て
ば
、

い
く
ら
で
も
気
持
ち
は
通
じ
る
と
い
う
事
で
す
。
私

は
こ
の
旅
で
受
け
取
っ
た
優
し
さ
を
決
し
て
忘
れ
ま

せ
ん
。
」

　

10
月
末
ま
で
、
イ
ー
ス
ト
・
ダ
ン
バ
ー
ト
ン
シ
ャ

イ
ア
市
と
の
姉
妹
都
市
提
携
の
歴
史
を
紹
介
す
る
催

し
が
、
図
書
館
で
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

☀☁☀余市町でおこったこんな話☁☂☁

〈2013. ⑩広報よいち　13〉

　　写真：調印式後の両首長の固い握手
　　　　　（昭和 63 年 10 月 12 日）

　北海道や石狩振興局管内を中心とした市町村等では、

税金の未納者に対して捜索・差押した動産の合同公売会

を実施します。合同公売会は実際に公売物件を目にして

入札等をすることができます。是非お越しください。

　なお、会場には駐車場がありませんので、来場される

方は公共交通機関か近隣有料駐車場をご利用願います。

◆日時　10 月 20 日（日）午前 11 時～

◆会場　北海道庁本庁舎　１階ロビー

◆公売参加に必要なもの
　１　印鑑（個人は認め印、法人は代表者印）

　２　身分証明書（運転免許証、健康保険証など）

　３　委任状（代理人が入札に参加する場合）

　４　買受代金（現金）

◆問合せ　後志総合振興局 小樽道税事務所　

　　　　　　　　　    ☎０１３４－２３―９４４１

北海道地方税等合同公売会（オークション）
開催のお知らせ



～寿大学第８回講座　町外研修視察旅行～　

　「備えあれば憂いなし」のテーマのもとに、今年度の寿大学町外研修視察旅行は、３５名が参加し８月２２

日に開催されました。研修視察場所は「札幌市民防災センター」と「雪印メグミルク工場」の２つの施設でした。

　「札幌市民防災センター」では、風速３０メートルや震度７の地震等を実際に肌で体験したり、東日本大震

災での押し寄せる津波を３Ｄシアターの映像を通して、自然災害の恐ろしさや普段心がけておくことなど、様々

な体験を通して、防火・防災に対しての意識を高めることができま

した。

　また、昼食のバイキングでは、仲間と和やかに歓談し、学生同士

の交流も深まりました。

　午後からの「雪印メグミルク工場」では、展示室で資料を見たり、

実際に牛乳の製造過程を見学し、改めて、安全な食生活について学

ぶことが出来、お土産もいただき帰路に向かいました。

　帰りのバスの中でもゲームや歌声で昨年にも増して大変盛り上が

り充実した研修視察旅行となりました。

生 涯 学 習 だ よ り 　

大人の折り紙教室～親子鶴に挑戦～
　女性学級の第８回講座が９月９日に開催されまし

た。講師に新井田勢津子さんをお迎えし「親子鶴に挑

戦」のテーマのもと、学習が進められました。

　これは、親鶴の羽の上に子どもの鶴を１羽～２羽、

１枚の紙を使用して作成するというものでした。参加

者２２名は、講師の指導のもとに熱心に取り組みまし

たが、手の込んだ作業で最初はうまく進みませんでし

た。講師の個人指導や仲間と試行錯誤を繰り返し、全

員完成にたどり着きま

した。参加者は「折り

紙は手先を動かし、頭

も使うものだ。」と、

折り紙を通して「脳の

活性化」も図れ、大変

意義のある講座となり

ました。

寿
大
学
・
女
性
学
級
　
今
月
の
学
習

☆
10
月
３
日

（木）　

午
後
１
時
30
分
～

　

●
第
10
回
講
座

　

・
嶋
余
市
町
長
に
よ
る
講
話

　

◎
テ
ー
マ
「
余
市
町
の
展
望
に
つ
い
て
」

　
　
　
　
　
　

（
女
性
学
級
と
の
合
同
学
習
）

　

今
年
も
嶋
余
市
町
長
を
講
師
に
招
き
、
ま
ち
づ
く
り
や
高
齢

者
の
抱
え
る
問
題
に
つ
い
て
お
話
を
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
多

く
の
方
々
の
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。

後
期
文
化
教
室
開
設

　

10
月
か
ら
始
ま
る
、
後
期
文
化
教
室
は
、
す
で
に
広
報
折
込

で
ご
案
内
の
通
り
、
楽
し
い
羊
毛
フ
ェ
ル
ト
、
和
太
鼓
、
楽
し

い
和
紙
ち
ぎ
り
絵
、
大
人
の
そ
ば
打
ち
の
４
つ
の
教
室
を
開
設

し
ま
し
た
。
申
込
み
さ
れ
た
方
に
は
、
案
内
ハ
ガ
キ
を
送
付
し

ま
す
の
で
、
送
付
さ
れ
た
案
内
ハ
ガ
キ
を
ご
覧
に
な
り
開
設
日

に
出
席
願
い
ま
す
。

森
林
浴
ハ
イ
キ
ン
グ
の
お
知
ら
せ
（
軽
登
山
）

　

～
大
自
然
に
ひ
っ
そ
り
た
た
ず
む

　
　
　
　
　
　

コ
ッ
ク
リ
湖
へ
出
か
け
て
み
ま
せ
ん
か
～

◆
日
時
　
　
　

10
月
17
日

（木）　

◆
集
合
時
刻
　
中
央
公
民
館　

午
前
８
時
30
分

◆
場
所
　
　
　
蘭
越
町
コ
ッ
ク
リ
湖

◆
対
象
及
び
募
集
人
員　

町
内
在
住
の
一
般
成
人
20
名　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

３
㎞
以
上
の
自
然
林
を
歩
け
る
方

◆
申
込
受
付　

10
月
４
日

（金）
よ
り
中
央
公
民
館
ま
で
お
申
込
み

　
　
　
　
　
　

く
だ
さ
い
。
（
☎
23
―
５
０
０
１
）

◆
参
加
費　
　

一
人　

１
，
０
０
０
円
（
当
日
徴
収
）
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水産博物館特別展開催
　余市水産博物館特別展「美しき余市の絵図・地図展」

は１０月１４日（月）まで開催しております。絵図や

地図には様々な種類があり、それらからは、多くの情

報を得ることが出来ます。今回は、特に古い地図とし

て明治３５年の余市市街明細地図が展示してあり、当

時の住んでいた方々を知ることが出来ます。また鳥瞰

図（ちょうかんず）と言って鳥が空から眺めたような

地図も普段見る事の出来ない地図として来館者が足を

止めています。また、ナ

イアガラの滝や台湾、樺

太など海外の珍しい地図

も展示しています。

　休日には、町外からも

観賞に訪れています。町

民の皆様も期間中に是非

ご覧ください。

問合せ　教育委員会社会教育課
　　　　☎２３―５００１

　　　　《特別展風景》

 《消防車を見学する大学生》

 《学級生が製作した親子鶴》



第
39
回 

余
市
町
公
募
美
術
展
の
お
知
ら
せ

　

余
市
町
及
び
後
志
管
内
か
ら
作
品
を
募
集
し
て
実
施
す
る

余
市
町
公
募
美
術
展
は
、
第
39
回
を
迎
え
ま
し
た
。

　

今
年
も
皆
さ
ん
の
力
作
を
是
非
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

◆
応
募
資
格

○
一
般
の
部
　
余
市
町
及
び
後
志
管
内
に
居
住
す
る
18
歳
以

　
　
　
　
　
　

上
の
方

○
高
校
の
部　

余
市
町
及
び
後
志
管
内
に
居
住
す
る
高
校
生

　
　
　
　
　
　

（
含
定
時
制
）
・
定
時
制
及
び
高
校
に
在
学
し

　
　
　
　
　
　

て
い
な
い
16
、
17
歳
の
方

◆
募
集
作
品　

絵
画
（
油
絵
、
水
彩
画
、
版
画
）

　
　
　
　
　
　

彫
塑
工
芸
（
染
色
、
金
工
、
陶
芸
等
）

　
　
　
　
　
　

書
道
・
写
真

◆
応
募
の
留
意
点

・
町
内
外
の
公
募
展
に
入
選
し
た
こ
と
の
あ
る
作
品
は
対
象

   

と
し
な
い
。
但
し
、
高
校
の
部
は
そ
の
限
り
で
は
な
い
。

・
作
品
規
格
の
不
備
な
も
の
は
対
象
と
し
な
い
。

・
出
品
点
数
は
、
各
部
門
毎
に
一
人
２
点
以
内
と
す
る
。

   

但
し
高
校
絵
画
は
一
人
１
点
と
す
る
。

◆
作
品
の
応
募
先　

余
市
町
大
川
町
４
丁
目
143
番
地

　

余
市
町
中
央
公
民
館　

出
品
申
込
書
に
記
入
の
こ
と

　

（
詳
細
は
公
民
館
へ　

☎
23
―
５
０
０
１
）

◆
出
品
申
込
締
切
日
　

10
月
11
日

（金）

◆
開
催
日　

11
月
10
日

（日）
～
17
日

（日）

◆
展
示
時
間　

午
前
９
時
～
午
後
５
時

　
　
　
　
　
　

 

（
最
終
日
は
午
後
３
時
ま
で
）

芸
術
・
文
化
の
秋
～
余
市
町
文
化
祭

　

10
月
か
ら
11
月
に
か
け
て
様
々
な
芸
術
・
文
化
の
成
果
発

表
す
る
催
し
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

・
菊
花
展　

11
月
１
日

（金）
～
３
日

（日）

・
文
化
活
動
紹
介
展　

10
月
26
日

（土）
～
11
月
２
日

（土）

・
文
化
作
品
展
　
11
月
１
日

（金）
～
３
日

（日）

・
お
話
会
本
の
広
場
　

11
月
16
日

（土）

・
呈
茶
会
（
茶
道
サ
ー
ク
ル
）　

11
月
３
日

（日）

※
こ
の
他
に
俳
句
大
会
、
川
柳
大
会
、
短
歌
大
会
も
開
か
れ

　

ま
す
。
時
間
、
内
容
な
ど
詳
し
い
こ
と
は
10
月
号
広
報
折

　

込
チ
ラ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
　

☆
【
古
本
活
用
無
料
市
】

　

寄
贈
さ
れ
た
本
や
雑
誌
な
ど
を
有
効
に
活
用
し
て
頂
く
た

　

め
に
開
催
し
ま
す
。

◆
日
時　

10
月
26
日

（土）
～
27
日

（日）　

　
　
　
　

午
前
10
時
～
午
後
６
時
30
分

◆
場
所　

図
書
館
玄
関
ホ
ー
ル　

※
一
人
20
冊
ま
で
。

　
　
　
　

本
を
入
れ
る
袋
を
ご
用
意
く
だ
さ
い
。 

☆
【
お
は
な
し
会
】
10
月
12
日

（土）
・
26
日

（土）

　
　
　
　

①
午
前
11
時
～　

②
午
後
２
時
～

☆
【
姉
妹
都
市
展
示
】

・
イ
ー
ス
ト
・
ダ
ン
バ
ー
ト
ン
シ
ャ
イ
ア
市
に
関
す
る
展
示

　

を
行
っ
て
い
ま
す
。

☆
【
本
の
ひ
ろ
ば
読
み
聞
か
せ
の
会
】

◆
日
時　

10
月
の
毎
週
水
曜
日　

午
前
10
時
30
分
～

☆
開
館
時
間
　
午
前
10
時
～
午
後
６
時
30
分

☆
今
月
の
休
館
日
　
毎
週
月
曜
日
、

　
　
　

       　
　
　

    

10
月
1
日

（火）
・
31
日

（木）
（
図
書
整
理
日
）

◆
問
合
せ
　
図
書
館
（
☎
22
―
６
１
４
１
）

　
　h

ttp
:/

/
w

w
w

.yo
ic

h
i-

lib
-
u

n
e
t.o

c
n

.n
e
.jp

/

図
書
館
の
話
題

　
　

～
歌
で
楽
し
む
お
は
な
し
の
世
界
～

　

９
月
８
日

（日）
に
図
書
館
で
、
“
読
書
の
秋
”
を
先
取
り
し

て
「
歌
で
楽
し
む
お
は
な
し
の
世
界
」
が
開
か
れ
ま
し
た
。

こ
の
事
業
は
、
お
は
な
し
や
詩
を
歌
や
音
楽
と
一
緒
に
聴
く

こ
と
で
そ
の
物
語
の
世
界
を
広
げ
、
よ
り
親
し
み
や
す
く
楽

し
ん
で
い
た
だ
く
た
め
に
開
催
し
て
い
ま
す
。
歌
の
藤
田
繁

さ
ん
、
語
り
の
星
野
ま
ど
か
さ
ん
、
そ
し
て
演
奏
の
小
島
慶

子
さ
ん
は
町
内
外
で
活
躍
を
さ
れ
て
い
ま
す
。
昨
年
に
引
き

続
き
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
ご
協
力
い
た
だ
き
、
当
日
会
場
に
は

フ
ァ
ン
の
方
々
が
大
勢
見
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

今
回
披
露
し
て
い
た
だ
い
た
中
で
“
生
き
る
こ
と
”
を
主

題
と
し
た
３
つ
の
作
品
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
「
名
づ
け
ら
れ

た
葉
」
は
ポ
プ
ラ
の
葉
と
人
間
が
対
比
さ
れ
た
、
自
分
の
生

き
方
を
考
え
さ
せ
ら
れ
る
曲
で
す
。
お
は
な
し
「
葉
っ
ぱ
の

フ
レ
デ
ィ
」
は
春
に
生
れ
た
葉
が
冬
に
は
散
り
、
新
し
い
葉

の
糧
と
な
る
、
い
の
ち
の
尊
さ
を
描
い
て
い
ま
す
。
ま
た
、

「
わ
た
し
と
小
鳥
と
鈴
と
」
は
金
子
み
す
ゞ
さ
ん
の
代
表
作

の
詩
を
優
し
い
曲
に
の
せ
て
「
み
ん
な
ち
が
っ
て
み
ん
な
い

い
」
と
歌
い
ま
す
。
著
作
者
、
そ
し
て
演
者
の
心
の
こ
も
っ

た
言
葉
や
、
歌
声
、
音
楽
が
参
加
さ
れ
た
皆
さ
ん
の
心
に
届

い
て
く
れ
て
い
た
ら
嬉
し
い
で
す
。

　

ほ
か
に
も
、
「
ド
ロ
ッ
プ
ス
の
う
た
」
な
ど
の
童
謡
、

参
加
者
全
員
で
詩
の
朗
読

や
「
紅
葉
」
を
輪
唱
し
た

り
と
会
場
が
一
体
と
な
っ

て
楽
し
ん
で
い
た
よ
う
で

す
。

　

３
人
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
方
々
に
は
心
よ
り
感
謝

を
い
た
し
ま
す
。
ま
た
ご

参
加
い
た
だ
い
た
皆
さ

ん
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

　

今
回
使
用
し
た
「
葉
っ

ぱ
の
フ
レ
デ
ィ
」
や
金
子

み
す
ゞ
さ
ん
の
詩
の
本
は

貸
出
で
き
ま
す
の
で
図
書

館
ま
で
お
気
軽
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

生 涯 学 習 だ よ り

図
書
館
の
す
て
き
な
窓
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☀　１０月の映画会　☀
　 上映日 作 　　品　　 名

 

大 

人 

向 

け
（
午
後
２
時
～
）

  3 日（木）『終着駅』洋画 72 分

  6 日（日）『アメリカン・グラフィティ』洋画 112 分

10 日（木）『風の中の子供』邦画 86 分

17 日（木）『逢う時はいつも他人』洋画 112 分

20 日（日）『ヤンキー母校に帰る』邦画 106 分

24 日（木）『おろしや国酔夢譚』邦画 123 分

子

供

向

け

  5 日（土）

19 日（土）

①『それいけ！アンパンマン ドクター・
　　ヒヤリとおばけの城』25 分

②『借りぐらしのアリエッティ』  
                                 94 分

①午前 11 時～　②午後２時～　 2 階視聴覚室



ご寄附に感謝
（順不同・敬称略、金額や氏名など寄附者の希望

により掲載をしない場合があります。）

★第８回余市サマーコンバインド大会・余市町小
　中学生美術書道展等賞品として
・賞品（学用品１５０，０００円相当）

 　           　　　　         余市ライオンズクラブ

★緑化運動推進事業費の一部として
・一金５０，０００円

（第７回越智自動車いきいき祭り益金の一部として）

　　   　　　　　　　　　          (株)越智自動車

★沢町児童館用遊具として
・カプラブロック（３０，０００円相当）

（ふれあいバザー益金の一部として）

　　   　　　　　　余市町沢町児童館母親クラブ 
★沢町小学校・西中学校用備品購入費の一部として
・一金２０，０００円

（チャリティー事業「わくわく広場inせいぶ」益金の一部として）

　　   　　　　　　　　　         西部ジュニア会

★老人福祉センター用備品として
・人形（連獅子）

　　　　　  　 黒川町860番地　　斉藤　直四 

よ い ち の 人 口
 〈平成 25 年 8 月 31 日現在〉※ (　) 内の数字は前月比

　　人　口　20,562 人　  （-  39）　

　　男　性　   9,493 人　  （-    5）

　　女　性　11,069 人　  （-  34）

　　世帯数　10,229 世帯  （-  18）

　平成２２年国勢調査人口・世帯数（確定値）

　　人　口　21,258 人　世帯数　9,051 世帯
　

■広報よいち１０月号（№７５０）
平成 25 年 10 月 1 日発行
■発　行　余市町
〒 046-8546　余市郡余市町朝日町 26 番地
☎（0135)21-2111 ㈹　FAX(0135)21-2144
E メール　kouhou ＠ town.yoichi.hokkaido.jp

ホームページアドレス http://www.town.yoichi.hokkaido.jp/

■編　集　総務部 企画政策課 広報広聴グループ 

北海道と共同催告を実施します。
　９月２５日は町道民税第３期、

国保税第３期の納期限でしたが、

未納の方は至急納付願います。

　町では、町道民税及び他の町税

未納者に対しまして、北海道と共

同で催告書を発送します。送付さ

れた方は、指定期日までに納付し

てください。

　事業不振、失業、転職、病気などの理由により指定

期日までに納付が困難な方は、必ず納税相談してくだ

さい。

　そのまま放置されますと法律（地方税法等）に基づ

き財産（給与、預金、債権、不動産、動産等）の差押

を行う場合があります。

○消費者金融会社・信販会社等から借金の借入・返済

を繰り返し、毎月の返済により日常生活が苦しく、税

金を滞納している方や既に借金を完済している方で

も、過去に利息制限法で定められた利息を超えて借金

の返済をしている場合があります。「過払い金請求」（不

当利息返還請求）により経済的な負担を軽減すること

ができます。

　心あたりのある方は、ひとりで悩まずに、今すぐご

連絡・ご相談ください。

　「税金の滞納解消」と「生活再建」のお手伝いがで

きればと考えています。

　　臨時徴収所をご利用ください

　　　１０月２５日（金）17：30 ～ 19：00　

　　・役場１階　税務課窓口　

　　・福祉センター本館（富沢町）

　　納税相談も実施しています

◆問合せ　税務課 納税グループ　☎２１－２１１６
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    今月の税
  固定資産税　３期
  国保税　　　４期　
　  　納期限
　　10 月 25 日

薬物乱用は「ダメ。ゼッタイ！」
 －子どもたちを薬物乱用から守るために－

　薬物乱用とは、社会のルールからはずれた方法や目

的で、薬物を使うことです。覚せい剤などの違法薬物

は、たとえ一回だけの使用でも乱用になり、同時に犯

罪になります。

　薬物を乱用すると、依存症を引き起こし、さらに脳

を侵し、精神障害を発症する恐れがあります。それだ

けではなく重大な犯罪や家庭の崩壊、社会秩序の破壊

を招きます。

　たった一度だけという安易な気持ちから人生を狂わ

せてしまう結果をもたらします。興味本位やカッコよ

さの勘違いで手を染めてしまった代償は、とてつもな

く大きなものになってしまいます。

　ご家庭で薬物の恐ろしさや薬物使用がもたらす様々

な問題について、話し合われることをお勧めします。

　薬物乱用は一回だけでも「ダメ。ゼッタイ！」とい

うことが大切です。

　※お気軽にご相談ください。
　　・余市町青少年対策室　☎２３－５７４５

　　・余市警察署　　　　　☎２２－０１１０

2013 年漁業センサスの実施について
　農林水産省では、平成 25 年 11 月１日現在で、

｢2013 年漁業センサス ｣ を実施します。

　10 月下旬から調査員が漁業関係者の方々を訪問

しますので、ご協力をお願いします。

◆問合せ　企画政策課 広報広聴グループ

                                      　      ☎２１―２１４２


